ラット切歯に達するインプラント埋入が切歯根尖に与える影響 下顎切歯形成端における組織形態的検索 by 佐藤 篤
平成26年12月12日
学位論文内容の要旨
受付番号 第356号 氏 名 佐藤 篤
論文題名
ラット切歯に達するインプラン ト埋入が切歯根尖に与える影響
下顎切歯形成端における組織形態的検索
指導教員 高田 訓
1研 究 目的(300字程度)
近年インプラン トの用途は多様化 し,歯 の欠損部に対す る人工歯根 とい うばか りでな
く,矯 正用インプラン トアンカーのよ うに成長発育中の顎骨や根未完成歯に近接 した部位
にも使用 されている。 しか し,顎 骨発育中のインプラン ト埋入は成人以降の骨格 に影響を
及ぼす といわれてお り,実 際に森蔭 らはラット下顎骨へのインプラン ト埋入が顎骨の形態
変化 を起こす と報告 した。
そこで本研究ではラッ ト下顎切歯を根未完成歯のモデル として,歯 の形成端 とその周囲
組織に与える影響を検索す ることを目的に,ラ ッ ト下顎切歯へのインプラン ト埋入により
萌出を抑制 した下顎切歯の形成端 を形態学的に検索 した。
Ⅱ 研 究 方 法(500字程 度)
8～10週齢 で 体重260～330gの雄 性Wistar系ラ ッ トを 実験 動 物 と して 全 身 麻 酔 下 で の処
置 を行 っ た。 ラ ッ トの オ トガ イ 下 部 か ら舌 骨 部 ま で剃 毛 して 局所 麻 酔 を施 行 し,右 側 下 顎
骨 下 縁 の切 歯 歯 頸 部 か ら5mmの位 置 に直 径0.45mm,長さ3.0mmのパ イ ロ ッ トバ ー を用 い て
下 顎 下 縁 に垂 直 に ドリ リン グ した 。 イ ン プ ラ ン トは直 径0.7mm長さ3.0mmのチ タ ン製bone
tackイン プ ラ ン トを埋 入 した 。左 側 下 顎 骨 は未 処 置controlとした。
術 後2,8,16週 に 下 顎骨 を摘 出 して10%中性 緩 衝 ホル マ リン液 で24時間 浸漬 固定 後,
10%2NA(EDTA・2NA)液中で4週 間 脱 灰 を行 っ た。 脱 灰 試 料 はパ ラ フ ィ ン包埋 しラ ッ ト下
顎切 歯 形 成 端 の冠 状 断 が観 察 で き る よ う4μmのパ ラ フ ィ ン切 片 を作 製 した。 切 片 は組 織 形
態 学 的観 察 の た めヘ マ トキ シ リンー エ オ ジ ン染 色 お よび 抗Laminin抗体 と抗Tissue
Inhibitors　f　Metalloproteinase(TIMP)抗体,さ らに抗Proliferating　Cell　Nuclear
(PCNA)抗体 に よ る免 疫 染 色 を行 い,光 学 顕微 鏡 下 に観 察 した 。
Ⅲ 研究結果(600字程度)
controlではラッ ト切歯形成端の先端中央にある歯胚部分か ら上皮鞘が放射状に伸び、
Laminin染色で上皮硝内側に陽性反応を認め,TIMP染色では上皮鞘 と形成端組織,PCNA染
色では上皮鞘 と形成端の周囲組織に陽性反応を認めた。術後2週 の実験例では上皮鞘が
屈曲し形成端の先端か らエナメル上皮までの距離が短 くな り,形成端周囲の皮質骨は厚
くなっていた。Laminin染色では屈曲した上皮鞘に強い陽性反応を認め、TIMP染色では形
成端組織にみ られる陽性反応 はcontrolに比較 して弱 くなっていた。PCNA染色では上皮鞘
と上皮鞘内側の細胞お よび形成端周囲の骨内面に陽性反応を認めた。術後8週 の実験例
はcontrolに比べると上皮鞘は屈曲し形成端周囲の皮質骨に厚みはあるが,術 後2週 に比
較す ると上皮鞘の屈曲は弱く,皮 質骨の厚みは薄かった。Laminin染色では上皮鞘に強い
陽性反応がみ られたが,TIMP染色では形成端の陽性反応 は減少 した。PCNA染色では上皮
鞘 と上皮鞘内側 の細胞に陽性反応 を認めた。術後16週では上皮鞘の形態変化は見 られな
かったが,形 成端周囲の皮質骨はやや厚みがあった。Laminin染色では陽性反応が減少 し
たが,TIMP染色では形成端組織 と形成端の骨内の一部に陽性反応を示 した。PCNA染色で
は上皮鞘 と形成端全体に陽性細胞を認めた。
切歯形成端周囲の皮質骨は術後2週 で最 も厚 くな り,8週,16週で徐々に薄 くなる傾
向があった。術後2週 および8週 ではcontrolと比較 して有意差を認めた。TIMP染色陽性
細胞数は術後2週 で最 も多 くな りcontrolと比較 して有意差を認 め,8週,16週 では徐々
に減少 した。PCNA染色陽性細胞数はc。ntrolと比較 し,術後2週 で有意に多 く8週 で有意
に少なかったが,16週ではcontrolとの間に有意差は認め られなかった。
IV考察及び結論(600字程度)
今回の研究ではほぼ萌出率が一定 となった8～10週齢のラッ ト下顎切歯 を根未完成歯
のモデル として検討を行った。術後2週 や8週 で観察 された上皮鞘の屈曲は強い力で萌
出抑制が生 じた結果であるが,術 後16週に認 められた上皮鞘における屈曲の消失は切歯
が後方に伸長 した結果 と考え られ る。術後2週,8週 の上皮鞘では上皮鞘 と屈曲部に
Lamininの強い反応が認 められ,イ ンプラン ト埋入により萌出が抑制 されても形成端では
切歯の形態 を維持する機能が働いていると考えられた。本実験 のcontrolでは上皮鞘や
apical　budを含む形成端の細胞にTIMPは陽性反応 を示 したが,術 後2週,8週 では反応
は弱 く,TIMPの細胞増殖因子 としての機能が萌出抑制により低下していると考えられ
た。PCNAの反応は上皮鞘に多 くみ られ,萌 出が抑制 されても上皮鞘の細胞増殖は盛ん
で,切 歯の形成が継続 していると考えられた。 この結果は,萌 出抑制 されたラッ ト切歯
は後方へ伸長 し,そ の影響により顎骨が増大す るとい う結果 を支持する。また,形 成端
周囲の骨内面では,TIMP陽性細胞 とPCNA陽性細胞が術後2週 で増加 した結果 と形成端周
囲の骨の厚み との間に相 関性が見 られた。
以上のことより,イ ンプラン ト埋入により歯の萌出が抑制 されても,根 未完成歯モデ
ル としたラッ ト下顎切歯へ形成端での機能は抑制 されず,顎 骨形態に影響 を及ぼしなが
らも歯の形成を継続す ることが示唆 された。
